
『
本
朝
麗
藻
」
全
注
釈
街

ムつ

浜

通

隆

〈
承
前
V
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
 
・

 
本
詩
（
上
の
9
）
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
素
論
で
は
、
例
の
通

り
に
、
詩
題
の
「
花
鳥
ハ
春
ノ
資
貯
タ
リ
。
」
に
即
し
て
詩
を
お
こ
し
て
い
る
。
．

・
斉
信
の
詩
（
上
の
8
）
の
〔
評
説
〕
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
、

そ
の
詩
題
で
あ
る
「
花
鳥
春
夏
貯
」
の
五
文
字
（
五
言
詩
の
一
句
で
あ
ろ
う
が
、

出
典
未
詳
。
）
は
構
成
上
か
ち
「
花
鳥
」
 
（
二
言
）
と
「
春
資
貯
」
（
三
曹
）
と

に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
首
聯
の
第
一
句
目
と
第
二
句
目
と
に
配
置
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
本
詩
の
場
合
、
現
存
す
る
斉
信
や
通
直
や
転
置
の
そ
れ
が
、

同
じ
よ
う
に
「
花
鳥
」
を
第
一
句
目
の
冒
頭
に
配
し
、
「
春
望
貯
」
を
第
二
句

目
の
同
位
置
に
配
し
て
い
る
の
に
比
較
し
て
、
そ
の
配
置
の
場
所
や
方
法
は
複

 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

雑
で
あ
る
。
「
脂
汗
二
資
貯
一
足
二
相
同
一
、
非
二
暫
花
飛
一
也
鳥
吟
。
」
と
な
っ
て
い

る
。
ま
ず
、
配
置
の
場
所
が
逆
に
な
っ
て
お
り
、
第
一
句
目
に
「
春
薄
髭
」

が
、
第
二
句
目
に
「
花
鳥
」
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
配
置
の
方
法
も
工

夫
さ
れ
て
お
り
、
単
な
る
並
列
で
は
な
い
。
飛
び
飛
び
に
複
雑
な
方
法
で
配
置

ざ
れ
て
い
る
。

 
σ
平
灰
平
灰
灰
灰
平
、
平
平
平
灰
分
平
平
（
斉
信
）
。

 
．
○
平
平
平
田
灰
平
平
、
藁
灰
平
平
灰
灰
平
（
公
任
）
。

 
○
平
灰
灰
平
三
国
平
、
二
半
平
平
灰
灰
平
平
（
通
直
）
。

 
○
平
坦
灰
平
灰
灰
平
、
灰
平
平
灰
墨
平
平
（
匡
衡
）
。

 
現
存
す
る
春
信
・
公
任
・
通
船
．
・
耳
印
の
同
題
詩
の
首
聯
の
平
均
を
調
査
し

て
み
る
と
以
上
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
公
任
を
除
い
た
他

の
三
人
の
詩
が
、
七
言
詩
で
は
偏
格
と
さ
れ
る
灰
起
こ
り
式
（
第
一
句
目
の
第
二

字
に
墨
字
を
使
用
）
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
公
任
の
詩
だ
け
が
正
格

の
平
起
こ
り
式
で
あ
る
。
近
体
詩
の
貝
灰
式
に
照
ら
し
て
み
て
も
、
公
任
の
詩

の
首
聯
は
、
確
か
に
第
二
句
目
の
第
二
字
が
孤
灰
と
な
っ
て
い
る
が
、
例
え
ば
、

通
直
や
匡
衡
の
も
の
も
第
一
句
目
の
第
四
字
が
月
刊
と
な
っ
て
い
る
し
、
ま
し

て
、
斉
信
の
も
の
が
第
一
句
目
の
第
二
字
と
第
三
字
が
そ
れ
ぞ
れ
孤
灰
と
孤
平

を
犯
し
、
あ
ま
っ
さ
え
、
第
一
句
目
が
二
四
不
同
の
大
原
則
を
守
っ
て
い
な
い

ご
と
な
ど
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
そ
れ
は
割
合
に
う
富
く
整
え
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
思
う
。

 
最
初
に
、
春
に
は
財
宝
と
す
べ
き
素
晴
ら
し
い
も
の
が
多
く
、
ど
う
し
て
も

そ
れ
ら
を
尋
ね
求
め
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
、
と
述
べ
る
。
斉
信
・
三
七
一
角
衡

の
そ
れ
が
、
と
も
に
「
花
鳥
」
と
う
た
い
は
じ
め
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
「
春
永

貯
」
に
結
び
つ
け
て
い
る
の
に
比
較
す
る
と
、
公
任
の
そ
れ
は
内
容
的
に
も
複

（35）

．
「
本
朝
麗
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」
全
注
釈
白

、



雑
で
あ
る
。

 
斉
信
な
ど
の
そ
れ
の
場
合
に
は
、
あ
く
ま
で
も
「
花
鳥
」
瓦
と
「
春
資
貯
」
と

は
同
格
で
あ
る
。
「
花
鳥
」
は
そ
の
ま
ま
「
春
資
貯
」
な
の
で
あ
り
、
「
春
資
貯
」

は
そ
の
ま
ま
「
花
鳥
」
な
の
で
あ
る
コ
「
春
資
貯
」
は
「
花
鳥
」
に
限
定
さ
れ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
公
任
の
そ
れ
の
場
合
に
は
、
決
し
て
「
花
鳥
」
と
「
春

資
貯
」
と
は
同
格
で
は
な
い
。
確
か
に
、
「
花
鳥
」
は
そ
の
ま
ま
「
論
士
貯
」
な

の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
「
春
土
室
」
は
そ
の
ま
ま
「
花
鳥
」
な
の
で
は
な
い
。

 
 
む

「
春
多
二
三
貯
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
春
に
は
「
花
鳥
」
の
ほ
か
に
も
「
資
貯
」

と
な
る
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
「
春
資
貯
」
は
「
花
鳥
」
だ
け
に
限
定
さ
れ

て
は
い
ず
、
そ
の
範
囲
は
広
い
。

 
春
に
は
財
宝
と
す
べ
き
素
晴
ら
し
い
も
の
が
多
く
、
ど
う
し
て
も
そ
れ
ら
を

尋
ね
求
め
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
、
と
第
一
句
目
で
述
べ
た
公
任
は
、
次
ぎ
に
、

「
花
鳥
」
こ
そ
が
そ
れ
ら
の
代
表
で
あ
る
、
と
第
二
句
目
で
言
う
の
で
あ
る
。

「
花
鳥
」
が
「
春
資
貯
」
の
代
表
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
そ
の
代
表
で
あ
る

「
花
」
が
、
今
、
乱
れ
散
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
同
じ
く
「
鳥
」
が
さ
ら
に

さ
え
ず
り
歌
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
、
ど
う
し
て
そ
れ
ら
を
尋
ね
求
め
ず
に
い

ら
れ
よ
う
。
作
者
（
人
々
）
の
、
「
花
」
と
「
鳥
」
と
を
尋
ね
求
め
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
気
持
が
、
い
か
に
強
く
激
し
い
も
の
で
あ
る
か
を
言
明
す
る
。
作
者

は
、
「
花
鳥
」
を
「
春
資
貯
」
・
の
代
表
と
み
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
．
ま
た
、

「
春
」
か
ら
「
花
鳥
」
へ
と
対
象
物
を
具
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら

を
尋
ね
求
め
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
自
身
（
人
々
）
の
気
持
の
た
か
ま
り
を
、
す

な
わ
ち
、
自
身
（
人
々
）
の
風
流
心
の
強
さ
を
、
等
位
な
ど
（
詩
題
そ
の
ま
ま

に
、
「
花
鳥
」
と
「
春
資
貯
」
と
を
同
格
に
し
て
い
る
。
）
に
比
較
し
て
、
ば

る
か
に
巧
み
に
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

 
つ
ま
り
、
公
任
の
首
聯
に
は
、
詩
題
「
花
鳥
春
資
貯
」
に
即
し
な
が
ら
も
、
斉

信
な
ど
の
そ
れ
と
違
っ
て
、
少
し
く
そ
の
詩
題
を
超
え
よ
う
と
し
て
い
る
点
も

認
め
ら
れ
る
。
技
巧
と
工
夫
が
形
式
・
内
容
の
両
面
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
。

 
次
ぎ
に
墨
蹟
（
第
三
句
目
と
第
四
句
目
）
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○
警
士
三
二
細
雪
風
前
色
一
、
貧
欲
三
相
二
伝
露
底
音
一
（
斉
信
）
。

 
〈
灰
平
平
灰
平
平
灰
、
平
灰
平
平
灰
灰
平
。
V

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

 
○
裁
レ
錦
惜
将
二
風
特
色
一
、
貫
レ
珠
街
得
二
月
前
音
一
（
公
任
）
。

 
〈
平
灰
灰
平
平
陰
野
、
灰
平
平
戦
士
平
平
。
V

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
む

 
○
生
涯
被
レ
養
瓢
レ
林
色
、
 
行
路
不
レ
貧
出
レ
単
音
幽
（
通
直
）
。

 
〈
平
平
灰
灰
平
平
灰
、
平
灰
灰
平
灰
灰
平
¢
V
，

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

 
○
営
営
貨
殖
王
氏
濃
艶
一
、
 
暖
雨
勝
成
積
二
好
音
一
（
匡
衡
）
。

 
〈
平
平
灰
灰
平
平
灰
、
野
路
平
平
貝
灰
平
。
圏
〉

 
上
記
の
よ
う
に
、
与
信
・
公
任
・
通
盆
・
匡
衡
の
頷
聯
と
そ
の
平
灰
を
並
列

し
て
な
が
め
て
み
る
と
、
形
式
・
内
容
の
両
面
に
お
け
る
異
同
が
よ
く
理
解
で

き
る
。
形
式
面
で
は
、
勿
論
、
四
灯
と
も
に
対
句
形
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
近
体
律
詩
の
原
則
通
り
。
そ
れ
よ
り
も
、
第
四
句
目
の
末
尾
が
ま
っ
た

く
同
じ
「
音
」
字
に
な
っ
て
お
り
（
押
韻
）
、
し
か
も
、
第
三
句
目
の
末
尾
も
ほ

と
ん
ど
同
じ
「
色
」
字
（
匡
衡
の
「
艶
」
字
は
、
「
色
」
字
と
同
じ
罵
声
で
あ

り
、
意
味
的
に
も
近
い
。
そ
の
上
、
視
覚
的
に
も
「
色
」
字
が
認
め
ら
れ
る
。
）

で
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
確
か
に
、
作
文
会
で
の
作
品
に
は

用
語
法
上
あ
り
が
ち
な
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
例
え
ば
、
寛
弘
三
年
三
月
四

日
の
東
三
条
邸
花
譜
で
の
作
文
会
（
詩
題
「
度
・
水
落
花
甲
」
）
で
詠
じ
ら
れ
た
道
，

長
以
下
十
一
首
の
も
現
存
詩
を
な
が
め
て
み
る
と
、
第
三
句
目
の
末
尾
に
「
処
」

字
を
使
っ
て
い
る
も
の
が
四
首
、
第
四
句
目
の
末
尾
に
「
程
」
字
を
使
っ
て
い
ろ

（36）



も
の
が
五
首
と
、
同
字
の
同
位
置
で
の
使
用
は
目
立
つ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も

上
記
の
四
聯
の
場
合
ほ
ど
に
は
っ
き
り
統
一
さ
れ
て
は
い
な
い
。
上
記
の
四
聯

は
よ
り
珍
ら
し
い
形
式
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
第
三
句
目
と
第
四
句
目
の
末

尾
に
「
色
」
字
ど
「
音
」
字
を
使
用
し
た
詩
四
首
が
偶
然
に
残
っ
た
た
め
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
こ
の
た
び
の
作
文
会
で
の
事
前
の
約
束
ご
と
の
せ

い
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ど
う
も
、
後
者
の
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

 
そ
れ
と
、
や
は
り
形
式
面
（
用
語
法
）
で
注
目
さ
れ
る
の
は
Y
す
で
に
〔
語

釈
〕
の
項
で
述
べ
た
が
、
，
篤
信
と
公
任
と
の
頷
聯
に
お
け
る
用
語
法
上
の
類
似

・
点
で
あ
る
。
斉
信
の
第
三
句
目
に
は
「
風
前
色
」
と
あ
り
、
第
四
句
目
に
は

 
「
露
底
音
」
と
あ
る
。
．
公
任
の
第
ゴ
．
一
句
目
に
は
「
風
砂
色
」
-
と
あ
り
、
第
四
句

目
に
は
「
月
前
陳
」
と
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
同
位
置
に
お
か
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
第
三
句
目
の
場
合
に
は
、
「
前
」
と
「
底
」
が
異
な

 
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
勿
論
、
意
味
的
に
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
な
い
。
そ

の
上
、
こ
れ
ら
の
「
前
」
と
「
底
」
と
が
隅
互
い
に
交
替
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

第
四
句
目
の
同
位
置
に
収
ま
っ
て
い
る
。
と
て
も
偶
然
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の

類
似
点
で
あ
る
。

 
平
灰
法
の
上
か
ら
な
が
め
て
も
、
近
体
詩
と
し
て
の
「
二
四
不
同
」
コ
一
六

対
」
「
下
三
連
」
な
ど
の
大
切
な
原
則
は
、
き
ち
ん
と
四
部
と
も
に
守
ら
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
斉
信
の
も
の
に
は
孤
灰
が
二
つ
、
第
三
句
目
の
第
四
字
と
第

四
句
目
の
第
二
字
が
認
め
ら
れ
、
通
直
の
も
の
に
は
孤
平
が
一
つ
、
第
四
句
目

の
第
四
字
が
認
め
ら
れ
る
。
公
任
と
．
匡
衡
の
そ
れ
は
、
さ
す
が
に
き
ち
ん
と
整

え
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
第
三
句
目
と
第
四
句
目
の
同
位
置
の

平
灰
を
す
べ
て
逆
に
対
応
さ
せ
て
い
る
（
例
え
ば
、
公
任
の
場
合
、
第
三
句
目

の
第
一
字
が
「
平
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
第
四
句
目
の
第
一
字
は
「
灰
」
、

ワ

同
じ
く
、
第
三
句
目
の
第
二
字
が
「
灰
」
、
第
三
字
庵
「
灰
」
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
第
四
句
目
の
第
二
字
は
「
平
」
、
第
三
字
も
「
平
」
と
い
う
よ
う
に
、

平
灰
を
互
い
に
す
べ
て
逆
に
し
て
い
る
こ
と
。
）
。
み
ご
と
な
技
巧
・
工
夫
と
し

て
注
目
さ
れ
る
。

 
内
容
的
に
は
、
こ
の
公
任
の
頷
聯
は
、
当
日
の
作
文
会
の
主
催
者
で
あ
る
道

長
の
風
流
心
の
強
さ
を
ひ
た
す
ら
称
賛
し
て
い
る
。
国
の
政
事
に
た
ず
さ
わ

り
、
民
の
教
化
に
つ
と
め
て
い
る
日
頃
多
忙
な
主
催
者
・
道
長
も
、
今
日
ば
か

り
は
、
そ
の
風
に
散
る
花
の
色
を
惜
し
ま
れ
、
そ
の
月
に
歌
う
鳥
の
声
に
心
を

動
か
さ
れ
て
、
こ
の
よ
う
に
風
流
な
遊
宴
（
作
文
会
）
を
開
か
ず
に
は
い
ら
れ

・
な
か
っ
た
の
だ
Y
と
述
べ
て
い
る
。
す
べ
て
は
道
長
の
風
流
心
の
お
か
げ
だ
と

言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
＼
道
長
が
、
国
の
政
事
や
民
の
教
化
に
心
を
く
だ
い

て
い
た
一
方
で
、
風
流
心
を
常
に
忘
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
例
え
ば
、

匡
衡
も
別
の
所
で
、
層
「
今
ハ
聖
主
（
一
条
天
皇
）
ノ
親
勇
・
左
丞
相
（
左
大
．
臣

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

の
道
長
）
、
事
象
洛
陽
（
左
京
）
二
軍
シ
テ
宴
飲
ス
。
蓋
シ
輔
佐
ノ
余
暇
二
乗

む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

ジ
テ
、
物
色
ノ
賞
ス
可
キ
ヲ
惜
シ
ム
ナ
ラ
ン
。
」
〈
『
本
朝
文
粋
』
巻
八
コ
口
月

三
日
陪
二
左
相
府
曲
水
三
一
、
三
三
二
三
レ
流
だ
ワ
酒
。
」
V
と
言
っ
て
い
る
。

 
第
三
句
目
は
、
「
色
」
と
あ
る
か
ら
「
花
」
を
、
第
四
句
鼠
は
、
「
音
」
と

あ
る
か
ら
「
，
鳥
」
を
そ
れ
ぞ
れ
直
接
に
指
示
し
て
い
る
。
首
吊
に
お
い
て
「
春

資
貯
」
の
代
表
で
あ
る
と
述
べ
た
「
花
鳥
」
を
、
そ
の
順
序
通
り
に
、
第
三
句

目
と
第
四
句
目
に
そ
れ
ぞ
れ
分
配
し
て
い
る
の
で
あ
る
「
（
た
だ
し
、
こ
れ
は
上

記
の
四
条
ど
も
に
同
じ
。
）
。
勿
論
、
「
錦
ヲ
裁
ツ
」
と
は
、
眼
前
に
乱
れ
散
る

花
の
あ
ざ
や
か
な
色
彩
を
外
面
的
に
は
直
叙
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
「
珠
ヲ

貫
ヌ
」
と
は
、
耳
辺
に
さ
え
ず
り
歌
う
鳥
の
さ
わ
や
か
な
音
色
を
外
面
的
に
は

直
叙
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
作
者
は
、
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
「
春

「
本
朝
麗
藻
』
全
注
釈
街
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資
貯
」
の
代
表
で
あ
る
「
花
鳥
」
を
自
身
の
視
覚
と
聴
覚
と
で
あ
り
の
ま
ま
に

と
ら
え
、
そ
の
あ
ざ
や
か
な
色
彩
と
そ
の
さ
わ
や
か
な
音
色
と
に
感
動
し
（
外

面
的
な
意
味
）
、
そ
の
次
ぎ
に
、
そ
の
感
動
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
、
主
催
者
・

道
長
の
政
事
家
と
し
て
の
素
晴
ら
し
さ
、
道
徳
家
と
し
て
の
有
り
難
さ
を
比
喩

す
る
（
内
面
的
な
意
味
）
、
と
い
う
二
段
構
え
の
技
巧
を
駆
使
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
第
三
句
目
で
は
、
あ
ざ
や
か
な
「
色
」
 
（
花
）
か
ら
「
錦
」
を
連
想

し
、
「
錦
」
か
ら
「
錦
ヲ
裁
ッ
」
 
（
素
晴
ら
し
い
政
事
家
）
を
連
想
し
て
道
長

に
結
び
付
け
、
第
四
句
目
で
は
、
さ
わ
．
や
か
な
「
音
」
 
（
鳥
）
か
ら
「
珠
」
を

連
想
し
、
「
珠
」
か
ら
「
珠
ヲ
貫
ヌ
」
・
（
有
り
難
い
道
徳
家
）
を
連
想
し
て
道

．
長
に
結
び
付
け
て
い
る
が
（
さ
わ
や
か
な
「
音
」
か
ら
「
珠
」
を
連
想
し
た
の

は
、
例
え
ば
、
「
珠
航
」
〈
し
ゅ
か
う
・
玉
を
転
が
す
よ
う
な
美
声
の
意
。
航

は
、
の
ど
。
V
や
「
珠
心
」
〈
意
は
同
上
V
や
「
珠
円
玉
膚
」
〈
珠
玉
の
よ
う

に
円
く
潤
い
の
あ
る
美
声
の
意
。
V
な
ど
の
語
句
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
）
、

そ
の
外
面
的
意
味
か
ら
内
面
的
意
味
へ
の
連
想
の
展
開
は
ま
こ
と
に
見
事
な
出

来
ば
え
（
技
巧
・
工
夫
）
と
言
え
よ
う
。
す
で
に
〔
語
釈
〕
、
の
項
で
述
べ
た
よ

う
に
、
前
者
は
『
左
伝
」
〈
「
裏
公
三
十
｛
年
」
条
V
を
、
後
者
は
「
礼
記
」

〈
「
楽
記
」
篇
〉
を
出
典
と
し
て
い
る
。

 
な
お
、
公
任
の
煙
毒
に
比
較
す
る
と
、
他
の
三
人
目
そ
れ
に
は
、
．
意
味
上
、

連
想
の
展
開
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
ま
ず
、
通
直
之
匡
衡
の
場
合
に
は
「
花

鳥
」
の
素
晴
ら
し
さ
を
言
っ
て
い
る
だ
け
で
、
ま
さ
し
く
文
字
通
り
の
外
面
的

意
味
し
か
見
出
せ
な
い
し
、
重
信
の
場
合
に
は
、
確
か
に
、
第
三
句
目
な
ど
は

・
『
礼
記
』
〈
「
曲
礼
」
髪
上
〉
の
語
句
を
出
典
に
し
て
、
あ
た
か
も
「
春
」
は

 
「
賢
者
」
の
よ
う
に
蓄
積
し
た
財
（
花
）
を
散
じ
て
人
に
施
す
、
と
言
づ
て
お

り
（
第
四
句
目
の
出
典
は
未
詳
）
、
そ
こ
に
連
想
の
展
開
を
認
め
る
こ
と
は
で

き
る
が
、
公
任
の
そ
れ
ほ
ど
に
は
明
白
で
な
い
よ
う
に
思
う
，
（
事
忌
の
第
三
句

目
の
場
合
、
乱
れ
散
る
「
色
」
〈
花
〉
か
ら
「
散
財
」
を
連
想
し
、
「
散
財
」

か
ら
「
賢
者
」
を
連
想
し
て
春
に
結
び
付
け
て
い
る
が
、
主
催
者
・
道
長
と
の

結
び
着
ぎ
が
今
一
つ
は
っ
き
り
し
な
い
し
、
動
作
・
・
状
態
か
ら
動
作
・
状
態
へ

の
連
想
と
い
ヶ
こ
と
も
あ
ろ
う
が
馬
乱
れ
散
る
「
色
」
〈
花
〉
か
ら
「
散
財
」

へ
の
連
想
に
は
、
少
し
く
飛
躍
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
）
。

 
さ
ら
に
頸
聯
（
第
五
句
目
と
第
六
句
目
）
で
あ
る
。

 
○
頽
亡
母
糠
三
月
語
、
三
旬
生
計
心
馳
心
（
斉
信
）
。
・

 
〈
平
準
平
平
淫
事
灰
、
灰
平
平
懲
懲
平
平
。
〉

 
・
○
林
勝
二
「
細
土
三
千
戸
一
．
、
谷
咲
二
華
山
一
万
金
一
（
公
任
）
。

 
〈
平
平
黒
灰
平
平
灰
、
灰
灰
灰
平
灰
灰
平
。
V
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
，
・
〕

 
○
落
子
里
雪
応
二
万
戸
「
、
国
歌
募
得
是
千
週
目
通
直
）
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
8

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔

 
〈
灰
灰
平
平
平
冬
営
、
平
平
灰
灰
灰
平
平
。
V

 
O
出
塁
二
玉
顔
「
光
万
尋
、
霞
蔵
繍
羽
一
直
千
金
（
匡
衡
）
。

 
〈
灰
灰
灰
平
平
灰
灰
、
平
平
灰
灰
灰
平
平
。
V

 
形
式
面
で
は
、
斉
信
以
下
の
四
聯
は
、
こ
れ
も
近
体
律
詩
の
原
則
通
り
に
対

句
形
式
を
採
用
し
て
い
る
。
用
語
法
で
は
、
第
五
乱
臣
の
末
尾
に
、
公
任
と
通

直
と
の
二
人
が
コ
月
」
字
を
同
じ
く
置
き
、
第
六
句
目
の
末
尾
に
、
公
任
と
通

直
と
匡
衡
と
の
三
人
が
「
金
」
字
を
同
じ
く
置
い
て
い
る
（
押
韻
）
の
が
注
目

．
さ
れ
る
急
ま
た
、
興
信
と
公
任
と
の
第
五
句
目
に
は
、
「
三
」
字
が
、
、
同
じ
く

第
六
句
目
に
は
、
コ
」
字
が
同
位
置
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
通
船

と
二
野
と
の
第
五
句
目
に
は
、
「
万
」
字
が
、
同
じ
く
第
六
句
目
に
は
、
「
千

金
」
の
語
が
同
位
置
に
配
置
さ
れ
て
い
る
（
な
お
、
・
公
任
の
場
合
に
は
、
逆

に
、
「
千
」
字
を
第
五
句
目
に
、
「
万
」
字
を
第
六
句
目
に
配
置
し
て
い
る
。
）
。



6

そ
れ
ぞ
れ
に
用
語
上
の
類
似
点
が
目
立
つ
が
、
な
か
で
も
、
こ
れ
ら
の
品
格
に

お
い
て
は
、
数
詞
が
共
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

》
つ
。

 
平
話
法
で
は
、
斉
信
に
孤
灰
が
一
つ
（
第
五
句
目
の
第
二
字
）
、
公
任
に
孤

灰
が
一
つ
（
第
五
句
月
の
第
四
字
）
と
琴
平
が
一
つ
・
（
第
六
句
目
の
第
四
字
）
、

そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら
れ
る
が
、
公
任
と
通
直
と
の
頸
聯
が
、
そ
の
第
五
句
目
と
第

．
六
句
目
の
同
位
置
の
煙
灰
を
す
べ
て
逆
に
対
応
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
さ
ら
に
注

意
。
と
り
わ
け
、
公
任
の
場
合
は
頷
聯
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
'
彼
の
技
巧
・
工
夫

を
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
公
任
の
第
五
句
目
の
第
二
字
「
勝
」
は
、
や

は
り
、
ど
う
し
て
も
平
声
（
『
広
韻
」
の
下
平
声
・
＝
ハ
蒸
）
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
「
二
四
不
同
」
「
二
六
対
」
の
大
原
則

を
犯
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
（
灰
声
の
場
合
は
、
『
広
韻
』
の
去
声
・
四

七
澄
。
）
。

 
内
容
的
に
は
、
上
記
の
斉
信
以
下
の
四
聯
は
、
す
べ
て
、
「
花
鳥
」
を
目
に
し

耳
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
精
神
的
な
満
足
感
を
物
質
的
な
満
足
感
に

置
き
換
え
て
比
喩
し
て
い
る
。
比
喩
表
現
で
あ
る
。
そ
の
精
神
的
な
満
足
感
が

一
体
ど
れ
ぐ
ら
い
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
物
質
的
な
そ
れ
に
置
き
換
え
て
具

体
化
し
て
い
る
。

 
た
だ
し
、
具
体
化
の
度
合
か
ら
い
う
と
、
や
は
り
公
任
の
そ
れ
が
、
「
三
千
」

と
か
コ
万
」
乏
か
の
具
体
的
な
数
字
を
あ
げ
、
そ
の
上
、
そ
れ
ら
の
数
字
に

「
茅
土
」
や
「
華
山
」
な
ど
の
修
飾
語
を
付
加
し
て
い
る
点
で
、
よ
り
優
れ
て

い
み
よ
う
に
思
う
。
そ
の
意
味
す
る
所
が
、
非
常
に
単
純
で
わ
か
り
や
す
い
。

公
任
の
第
五
句
目
に
は
「
花
」
が
、
同
じ
く
第
六
句
目
に
は
「
鳥
」
が
、
勿
論
、
そ

れ
ぞ
れ
継
承
し
て
う
た
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
点
だ
け
は
、
確
か
に
、
他
の

，
『
本
朝
麗
藻
』
全
注
釈
街

三
聯
に
比
較
し
て
（
例
え
ば
、
斉
信
の
第
五
句
目
に
は
、
「
語
」
〈
鳥
の
さ
え
ず

・
り
V
と
あ
っ
て
「
鳥
」
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
、
同
じ
く
第
六
句
目
に
は
、

「
心
」
〈
花
芯
〉
と
あ
っ
て
「
花
」
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
指

示
さ
れ
て
い
る
。
通
直
の
場
合
に
も
「
落
蕊
」
や
「
濡
歌
」
が
、
匡
衡
の
場
合

に
も
「
玉
顔
」
や
「
繍
羽
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
花
」
と
「
鳥
」
と
を
継
承
し
て

う
た
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
継
承
の
仕

方
で
あ
る
が
、
斉
信
の
場
合
に
は
、
第
三
句
目
が
「
色
」
と
あ
っ
て
「
花
」
を
馬

第
四
句
目
が
「
音
」
と
あ
っ
て
「
鳥
」
を
う
た
っ
て
い
た
か
ら
、
順
序
は
「
花
」

・
「
鳥
」
、
「
鳥
」
・
「
花
」
と
な
る
。
頷
聯
と
登
営
と
で
は
そ
れ
ぞ
れ
逆
の
対
応

に
し
て
い
る
。
通
直
と
匡
衡
の
場
合
に
は
、
そ
の
順
序
が
，
「
花
」
・
「
鳥
」
、
，
「
花
」

・
「
鳥
」
と
な
っ
て
お
り
、
面
影
と
頸
聯
と
で
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
対
応
に
し
て
い

る
。
）
、
公
任
の
頸
聯
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
継
承
．
宮
盛
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
が
、
．
第
五
句
目
の
「
林
」
と
第
六
句
月
の
「
谷
」
と
が
そ
れ
ら
を

む
 
 
む

暗
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
〔
語
釈
〕
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、

 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

そ
の
「
林
」
は
花
の
乱
れ
散
る
林
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
「
谷
」
は
鳥
の
一

む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

さ
え
ず
り
鳴
く
谷
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
他
の
三
人
の

 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
ロ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

よ
う
に
は
明
示
せ
ず
に
、
「
花
」
と
「
鳥
」
と
の
継
承
・
対
応
を
暗
示
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
逆
に
、
公
任
の
技
巧
・
工
夫
の
素
晴
ら
し
さ
が
読
み

と
れ
る
よ
う
に
思
う
（
結
局
、
公
任
の
継
承
の
順
序
は
、
「
花
」
・
「
鳥
」
、
「
花
」

・
「
鳥
」
で
あ
り
、
通
直
や
匡
衡
の
そ
れ
に
同
じ
。
）
。

 
頷
聯
に
お
い
て
、
当
日
の
作
文
会
の
主
催
者
、
・
道
長
の
素
晴
ら
し
さ
を
ひ
た

す
ら
称
賛
し
た
公
任
は
、
一
転
し
．
て
、
頸
聯
に
お
い
て
は
当
日
の
自
然
の
素
晴
，

ら
し
さ
に
言
及
す
る
。
人
事
と
粛
然
と
の
対
比
で
あ
り
、
そ
の
転
換
は
あ
ざ
や

か
で
あ
る
。
ま
ず
、
．
花
の
乱
れ
散
る
林
に
目
を
や
る
。
も
っ
ぱ
ら
視
覚
的
に
自
9
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然
の
素
晴
ら
し
さ
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
次
ぎ
に
、
鳥
の
さ
え

ず
り
鳴
く
谷
に
耳
を
傾
け
る
。
も
っ
ぱ
ら
聴
覚
的
に
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
把

握
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
（
こ
こ
で
も
、
頷
聯
に
引
き
続
い
て
視
覚
と
聴

覚
と
の
対
比
が
認
め
ら
れ
る
。
）
。
そ
の
結
果
、
作
者
は
十
分
な
る
精
神
的
な
満

足
感
に
浸
り
き
る
こ
と
に
な
る
。
勿
論
、
想
像
以
上
の
「
林
」
と
「
谷
」
の
素
晴

ら
し
さ
の
た
め
で
あ
る
。
そ
の
「
色
」
と
そ
の
「
音
」
の
素
晴
ら
し
さ
の
た
め
で

あ
る
。
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
の
精
神
的
な
満
足
感
に
浸
り
き
っ
た
作
者
な
の
で

・
あ
る
が
、
量
り
に
物
質
的
な
満
足
感
で
こ
れ
を
計
っ
て
み
よ
う
と
ふ
と
思
う
。

今
の
こ
の
精
神
的
な
満
足
感
を
物
質
的
な
そ
れ
に
置
き
換
え
た
な
ら
ば
、
一
体

ど
れ
ほ
ど
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
三
千
戸
の
封
土
を
い
た
だ
く
場
合

や
華
山
の
一
万
金
を
手
に
す
る
場
合
に
比
べ
て
、
そ
れ
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、

と
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
作
者
は
結
論
付
け
6
。
そ
れ
ら
を
い
た
だ
い
た
り
、
あ
る
・

い
は
手
に
す
る
場
合
に
比
べ
て
も
、
は
る
か
に
今
の
こ
の
精
神
的
な
満
足
感
は

素
晴
ち
し
い
。
そ
れ
ら
以
上
で
あ
る
、
と
。
こ
こ
の
コ
ニ
千
戸
」
や
「
一
万
金
」

は
実
数
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
不
特
定
多
数
を
示
す
数
字
で
あ
る
に
違
い
な

い
。
「
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
ど
の
よ
う
な
物

質
的
な
満
足
感
と
も
置
き
換
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
つ
ま
り
は
、
計
り
知
る

こ
と
の
で
き
な
い
今
の
こ
の
精
神
的
な
満
足
感
、
と
い
う
意
味
に
な
り
、
そ
れ

を
強
調
し
よ
う
と
し
た
一
聯
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
精
神
的
な
満
足
感
と
物
質

的
な
そ
れ
と
の
対
比
も
見
事
。

 
最
後
に
尾
聯
（
第
七
句
目
と
第
八
句
目
）
で
あ
る
。

 
○
従
・
弦
想
得
非
二
等
素
［
、
毎
レ
見
二
土
宜
一
任
ご
酔
吟
一
（
農
具
）
。

 
〈
平
平
灰
灰
平
平
灰
、
灰
灰
灰
心
血
甚
平
。
〉

 
○
夏
引
関
々
頻
報
慮
、
拾
レ
黒
馬
恥
二
不
仁
心
「
（
公
任
）
。

 
〈
灰
灰
平
平
平
灰
灰
、
灰
平
平
灰
灰
平
平
。
V

 
O
為
二
吾
未
F
有
二
陽
和
徳
一
、
髪
雪
掻
寒
任
二
陸
沈
一
（
通
情
）
。
 
、
、

 
〈
灰
湿
灰
灰
平
平
灰
、
謬
論
離
開
灰
灰
平
。
V

 
O
士
林
今
日
多
一
歓
楽
一
、
撃
二
翫
栄
花
｝
無
二
風
琴
一
（
匡
衡
）
。

 
〈
灰
平
平
灰
平
平
灰
、
石
灰
平
平
灰
平
平
。
〉

 
形
式
的
（
用
語
的
）
に
は
、
「
任
」
字
が
斉
信
の
第
八
句
目
と
通
学
の
第
八

句
目
の
同
位
置
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
唯
一
目
立
つ
ぐ
ら
い
で
、
こ
れ
ま

で
の
背
面
・
頷
聯
・
頸
聯
に
、
向
位
置
に
お
け
る
同
字
や
同
語
彙
の
多
用
が
目
，

立
っ
た
こ
と
に
比
べ
る
と
、
や
や
趣
き
を
異
に
し
て
い
る
。
，
特
に
、
第
七
句
目

の
末
尾
の
字
ば
言
う
ま
で
も
な
く
、
第
八
句
目
の
末
尾
に
も
一
つ
と
し
て
同
字

、
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
例
え
ば
、
．
同
じ
作
文
会
の

詩
で
も
、
寛
弘
三
年
三
月
四
日
の
道
長
の
東
三
条
梅
花
宴
で
お
こ
な
わ
れ
た
時

の
も
の
に
は
、
現
存
十
一
首
〈
「
本
朝
麗
藻
」
巻
上
所
収
・
詩
題
「
度
・
水
落
花

舞
」
〉
の
う
ち
、
第
八
句
唱
の
末
尾
に
「
情
」
字
を
同
じ
よ
う
に
配
置
し
て
い
る

も
の
が
六
首
、
同
じ
く
「
声
」
字
を
配
置
し
て
い
る
も
の
が
三
首
も
あ
る
。
）
。

 
平
癒
法
の
上
で
は
、
斉
信
の
も
の
に
は
孤
平
が
一
つ
 
（
第
八
句
目
の
第
四

．
字
）
、
通
者
の
も
の
に
は
下
平
が
二
つ
 
（
第
七
句
目
の
第
二
字
と
第
八
句
目
の

第
四
字
）
、
匡
衡
の
も
の
に
は
孤
灰
が
三
つ
（
第
七
句
目
の
第
四
字
と
第
八
句

目
の
第
二
字
と
第
五
字
目
も
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
匡
衡
の
第
八
句
目
で
は

 
「
二
六
対
」
の
大
原
則
が
守
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
公
任
の
そ
れ

に
は
一
つ
の
拗
体
も
見
え
な
い
。
注
目
さ
れ
る
。

 
内
容
的
に
は
、
斉
信
と
出
隅
の
二
聯
が
、
当
日
の
作
文
会
に
招
待
し
て
く
れ

た
主
人
・
道
長
へ
の
感
謝
の
念
と
そ
の
喜
び
の
気
持
と
を
ひ
た
す
ら
謳
歌
し
て

一
首
を
し
め
く
く
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
公
任
の
そ
れ
が
、
前
聯
に
引
き
続

（40）



'

い
て
、
な
お
も
「
花
鳥
」
の
素
晴
ら
し
さ
に
言
及
し
、
つ
い
に
は
我
が
身
の
不

廉
を
反
省
す
る
と
言
っ
て
一
首
を
し
め
く
く
っ
て
い
る
こ
と
と
、
通
直
の
そ
れ

が
、
「
花
鳥
」
の
素
晴
ら
し
さ
の
中
で
、
我
が
身
の
み
す
ぼ
ら
し
さ
と
不
遇
な

身
の
上
と
が
ひ
と
き
わ
目
立
つ
と
言
っ
て
一
首
を
し
め
く
く
っ
て
い
る
こ
と
が

目
を
引
く
。
概
し
て
言
え
ば
、
斉
信
と
匡
衡
の
発
想
が
互
い
に
よ
り
近
似
し
て

お
り
、
公
任
と
通
計
と
の
そ
れ
が
互
い
に
よ
り
近
似
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
た
だ
し
、
公
任
の
尾
聯
に
お
い
て
は
、
表
面
的
に
は
、
勿
論
、
通
直
の
そ
れ

の
よ
う
に
自
身
の
外
形
や
身
の
上
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
く
ま

で
も
心
の
中
（
内
面
）
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
七
句
目
で
，
は
「
隠

語
」
と
あ
る
よ
う
に
、
第
四
句
目
と
第
六
句
目
と
の
「
鳥
」
を
継
承
し
、
第
八

句
目
で
は
「
拾
レ
龍
」
と
あ
る
よ
う
に
、
第
三
句
目
と
第
五
句
目
と
の
「
花
」
を

継
承
し
て
、
な
お
も
そ
れ
ら
を
発
展
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
（
他
の
三
人
の
尾

聯
に
お
い
て
は
隔
も
は
や
、
「
花
鳥
」
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
言
及
さ
れ
て
い

な
い
。
）
。
つ
ま
り
、
春
に
は
財
宝
と
す
べ
き
も
の
は
多
い
が
、
な
か
で
も
「
花
」

（
今
、
か
り
に
A
と
す
る
。
）
と
「
鳥
」
（
今
、
か
り
に
B
と
す
る
。
）
と
．
は
そ
の

代
表
な
の
で
あ
る
、
と
首
聯
で
詠
じ
た
作
者
は
、
そ
の
後
、
A
B
（
頷
聯
）
，
・
馳

A
B
（
頸
聯
）
・
B
A
（
尾
聯
）
の
順
で
そ
れ
ら
を
個
別
的
に
、
各
句
ご
と
に

描
写
す
る
方
法
を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
技
巧
・
工
夫
に
注
目
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

 
と
り
わ
け
、
尾
聯
に
お
い
て
は
、
周
囲
の
、
作
者
を
と
り
ま
く
「
花
」
と

「
鳥
」
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
強
調
す
る
た
め
に
、
「
不
廉
ノ
心
ヲ
恥
ズ
。
」
と

い
う
語
句
が
使
用
さ
れ
て
い
て
、
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
素
晴
ら
し
さ
を

「
目
」
と
「
耳
」
で
と
ら
え
、
そ
れ
で
も
足
り
ず
に
、
「
心
」
の
問
題
に
ま
で

高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
と
う
て
い
、
自
己
の
「
不
廉
ノ
心
」
な
ど
で
は
正
し

「
本
朝
麗
藻
』
旧
注
．
釈
㊨

く
対
応
し
ぎ
れ
な
い
ほ
倉
の
素
晴
ら
し
さ
だ
、
乏
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
こ

の
詩
的
表
現
も
極
め
て
技
巧
的
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
第
八
句
目
の
「
拾
・
押
し
と
い
う
動
作
を
示
す
詩
語
で
あ
る
が
、

こ
の
申
に
、
あ
る
い
は
、
「
拾
」
字
と
の
関
連
で
「
拾
・
塵
」
（
塵
ヲ
拾
フ
）
の

故
事
が
意
味
的
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
と
も
老
え
ら
れ
る
（
こ
の
場
合
、
「
蕗
」

は
花
の
チ
．
り
と
見
な
す
。
な
お
、
「
塵
ト
字
も
平
声
。
）
。
「
拾
レ
塵
」
と
は
、

塵
（
ち
り
）
を
拾
い
取
る
意
で
あ
り
、
孔
子
が
陳
と
蘂
と
の
国
境
で
賊
に
囲
ま
れ

た
時
、
恩
讐
が
飯
申
の
塵
を
拾
う
の
を
見
て
、
米
を
包
み
食
い
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
と
誤
解
し
た
と
い
う
故
事
で
あ
る
。
そ
の
出
典
は
「
呂
氏
春
秋
』

〈
「
任
数
」
篇
V
で
あ
h
・
、
 
「
孔
子
、
陳
・
藥
ノ
間
二
窮
シ
、
民
意
（
れ
い
か

う
・
粗
末
な
ア
カ
ザ
の
あ
つ
も
の
）
モ
勘
（
く
）
マ
ズ
。
，
七
日
モ
粒
ヲ
嘗
（
な
）

メ
ズ
、
昼
モ
寝
ネ
タ
リ
。
糟
毛
、
米
ヲ
索
（
も
と
）
メ
、
得
テ
之
ヲ
墾
（
か
し
）

グ
。
幾
（
ほ
と
ん
）
ド
熟
サ
ン
ト
ス
。
孔
子
、
望
見
ス
ル
ニ
、
顔
回
ハ
其
ノ
甑

（
そ
う
・
こ
し
き
）
中
二
櫻
（
つ
か
）
ミ
テ
之
ヲ
食
フ
。
選
問
（
し
ば
ら
く
）

ア
リ
テ
食
慣
熟
シ
、
孔
子
二
謁
シ
テ
食
ヲ
進
ム
。
孔
子
、
伴
（
い
つ
は
）
リ
テ
，

之
ヲ
見
ザ
ル
ト
為
ス
。
孔
子
、
起
チ
テ
日
ク
、
今
者
（
い
ま
）
夢
二
先
君
ヲ
見

ル
。
食
下
潔
グ
シ
テ
後
二
連
（
お
く
）
レ
、
ト
。
赤
照
、
対
ヘ
テ
日
ク
、
不
可

ナ
リ
。
饗
（
さ
き
）
二
回
想
（
ば
い
た
い
・
煙
塵
）
ア
リ
テ
甑
申
二
入
レ
リ
。

食
ヲ
棄
ツ
ル
コ
ト
不
祥
ナ
レ
バ
、
回
ハ
櫻
ミ
テ
之
ヲ
飯
（
く
ら
）
ヘ
リ
、
ト
。

孔
子
、
歎
ジ
テ
日
ク
、
信
ズ
ル
所
ノ
冠
位
目
ナ
ル
モ
、
目
ハ
猶
ホ
信
ズ
可
力
．
ラ

ズ
。
、
侍
（
た
の
）
ム
所
ノ
者
ハ
心
ナ
ル
モ
、
心
ハ
猶
ホ
侍
ム
可
カ
ラ
ズ
⑩
弟

子
、
之
ヲ
記
セ
。
人
ヲ
知
ル
コ
ト
固
ヨ
リ
石
臼
ラ
ズ
、
ト
。
」
と
い
う
一
文
中

 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 

に
見
え
る
（
な
お
、
「
櫻
レ
塵
」
（
塵
ヲ
つ
か
ム
）
は
、
意
味
的
に
は
「
拾
レ
塵
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む

（
塵
ヲ
ひ
ろ
フ
）
に
同
じ
。
李
白
の
「
雪
レ
読
」
詩
中
に
も
、
「
拾
レ
塞
綴
レ
蜂
、

〔41ゴ



ら

疑
・
聖
猜
・
賢
。
」
と
あ
る
。
や
は
り
、
．
「
撰
」
字
も
灰
声
。
）
。

 
も
し
も
、
「
拾
・
繭
」
と
い
う
作
者
の
動
作
を
示
す
詩
語
に
以
上
の
故
事
が
意

味
的
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
と
す
る
と
、
勿
論
、
作
者
・
公
任
の
「
聴
」
（
は
な
）

を
手
に
す
く
い
取
ろ
う
と
す
る
動
作
は
、
あ
の
顔
淵
が
飯
釜
の
塵
を
拾
っ
た
そ

れ
に
た
と
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
あ
ま
り
の
美
し
さ
に
思
わ
ず
花
ビ
ラ

を
手
に
す
く
い
取
ろ
う
と
し
た
作
者
は
、
ふ
と
、
飯
申
の
塵
を
拾
お
う
と
し
て

孔
子
の
誤
解
を
う
け
た
と
い
う
・
「
拾
レ
塵
」
の
故
事
を
思
い
浮
べ
た
の
で
は
な

い
か
コ
顔
淵
の
場
合
、
そ
の
誤
解
を
受
け
た
原
因
は
あ
く
ま
で
も
「
道
徳
」
的

な
配
慮
（
心
Y
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
公
任
の
こ
れ
か
ら
受
け
る
か
も
し
れ
な

い
誤
解
の
原
因
は
あ
く
ま
で
も
「
美
」
に
対
す
る
執
着
心
に
蔵
洛
も
の
な
の
で

あ
る
。
ま
た
、
手
に
す
く
い
と
っ
た
物
は
、
前
者
が
背
中
の
「
塵
」
で
あ
り
、

後
者
が
地
上
の
「
龍
」
な
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
そ
の
原
因
も
対
象
物
も
互
い

に
異
な
る
が
、
作
者
の
公
任
は
、
そ
こ
に
「
拾
フ
」
と
い
う
動
作
の
共
通
性
を

見
出
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 
顔
淵
の
動
作
は
孔
子
の
誤
解
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
公
任
の
場
合
は
ど

う
か
。
勿
論
、
そ
れ
は
当
日
の
作
文
会
の
主
催
者
・
道
長
の
誤
解
を
招
く
こ
と

に
な
る
に
違
い
な
い
（
公
任
自
身
を
顔
淵
に
、
道
長
を
孔
子
に
た
と
え
る
こ
と

に
注
意
。
）
。
前
者
の
誤
解
は
、
顔
淵
が
空
腹
の
あ
ま
り
に
「
食
」
を
一
人
占
め

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
後

者
の
誤
解
は
、
公
任
が
「
美
」
へ
の
執
着
心
の
あ
ま
り
に
「
醜
」
を
一
人
占
め

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
に
な
る
に
違
い
な
い
。

そ
し
て
、
前
者
の
誤
解
は
、
そ
れ
が
顔
淵
の
「
道
徳
」
的
な
配
慮
（
心
）
が
原

因
で
あ
っ
た
た
め
に
、
彼
の
、
「
不
可
。
轡
者
煤
馬
入
二
甑
中
一
。
棄
レ
食
不
祥
、

回
撰
而
飯
・
之
。
」
と
い
う
弁
解
で
即
座
に
と
か
れ
、
あ
ま
っ
さ
え
、
孔
子
の
、

「
所
・
信
者
且
也
、
9
心
霊
猶
不
レ
可
レ
信
。
所
ヒ
待
者
心
也
、
詰
番
猫
不
・
足
・
侍
。
」

と
の
感
嘆
の
言
葉
葱
も
引
き
だ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
他
方
、
後
者
の
場
合
は
ど

う
か
。
後
者
の
誤
解
は
、
そ
れ
が
公
任
の
「
美
」
に
対
す
る
執
着
心
が
原
因
で

あ
る
た
め
に
，
彼
の
弁
解
は
容
易
で
は
な
く
、
ま
し
て
、
道
長
の
感
嘆
の
言
葉

を
引
き
だ
す
て
と
な
ど
、
思
い
も
寄
ら
な
い
こ
と
に
な
る
に
違
い
な
い
。

 
公
任
の
第
八
句
目
の
「
還
恥
二
不
廉
心
こ
 
（
還
ツ
テ
不
廉
ノ
心
ヲ
恥
ヅ
）
と

い
う
語
句
は
、
も
し
も
、
「
拾
レ
藷
」
を
以
上
の
よ
う
に
「
拾
・
塵
」
の
故
事
に
掛

け
て
理
解
す
る
と
、
よ
り
…
層
、
内
容
が
わ
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
に
思
う
。

例
え
ば
、
「
不
着
心
」
は
、
す
で
に
〔
語
釈
〕
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
．
心
が

廉
潔
で
な
い
意
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
顔
淵
の
「
道
徳
」
的
な
配
慮
（
心
）
と
比

較
し
て
言
っ
た
こ
と
に
な
る
。
」
言
論
の
動
作
は
、
あ
く
ま
で
も
「
道
徳
」
的
な

配
慮
（
心
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
公
任
の
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で

も
「
美
」
的
執
着
心
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
前
者

に
は
廉
潔
な
心
の
存
在
が
認
め
ら
れ
沸
後
者
に
は
廉
潔
な
ら
ざ
る
心
の
存
在
を

認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
作
者
の
公
任
は
、
顔
淵
の
廉
潔
な
心
に
比
較

し
て
、
．
自
己
の
「
不
悲
心
」
．
を
恥
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
故
に
、
静
寧
が
孔
子
か
ち
受
け
た
よ
ケ
な
感
嘆
な
言
葉
を
、
今
、
道
長

か
ら
受
け
る
と
い
う
期
待
が
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
を
悔
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

こ
と
に
な
る
。

 
さ
て
、
も
う
一
つ
、
第
八
句
目
の
「
拾
レ
龍
」
中
に
、
あ
る
い
は
、
「
龍
」

字
と
の
関
連
で
、
「
揚
レ
苗
」
（
蕗
ヲ
揚
グ
）
の
意
味
が
掛
サ
ら
れ
て
い
る
と
も

考
え
ら
れ
る
。
「
揚
レ
繭
」
と
は
、
花
を
あ
げ
る
意
で
あ
り
、
転
じ
て
、
文
章

の
才
を
発
揮
す
る
こ
と
に
た
と
え
ら
れ
る
。
そ
の
出
典
は
『
北
史
』
〈
「
文
苑

伝
序
」
V
で
あ
り
、
「
漢
ハ
孝
武
ヨ
リ
ノ
後
、
雅
（
つ
ね
）
二
斯
ノ
文
ヲ
尚
ビ
、

（42）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

・
龍
ヲ
揚
ゲ
テ
藻
ヲ
振
フ
者
ハ
（
揚
レ
蕗
振
レ
藻
者
）
林
ノ
如
シ
。
而
シ
テ
ニ
馬
・

王
・
三
型
「
之
が
傑
為
リ
。
東
京
ノ
朝
ニ
ハ
、
薙
ノ
道
ハ
途
（
い
よ
い
よ
）
扇
（
さ

か
ん
）
二
、
徴
（
ち
）
ヲ
咀
ミ
商
ヲ
含
ム
者
ハ
市
ヲ
成
ス
。
而
シ
テ
班
・
傅
・

張
・
票
ハ
之
が
雄
為
リ
。
」
と
い
う
一
文
中
に
見
え
る
。

 
も
し
も
、
「
拾
レ
龍
」
と
い
う
作
者
の
動
作
を
示
す
詩
語
に
「
揚
・
寵
」
（
「
拾
」
、

亀
と
「
揚
」
と
が
意
味
上
も
近
似
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
。
た
だ
し
、
「
揚
」
字

は
平
声
。
）
の
意
味
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
と
す
る
と
、
勿
論
、
作
者
の
公
任
の

「
酷
」
 
（
は
な
）
を
手
に
す
く
い
取
ろ
う
と
す
る
動
作
は
、
当
日
の
作
文
会
に

お
い
て
詩
を
つ
く
り
、
道
長
を
は
じ
め
と
す
る
出
席
簿
に
自
己
の
文
才
を
披
饗

す
る
意
味
に
た
と
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
「
龍
」
、
は
素
晴
ら
．

し
い
文
才
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
作
●

品
（
詩
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
わ
や
か
な
「
鳥
」
の
声
を
耳
に
し
、
美
し
，

い
「
花
」
を
目
に
し
な
が
ら
、
今
、
よ
り
一
層
の
文
才
を
発
揮
す
べ
く
詩
を
つ

く
ろ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
に
そ
れ
は
な
る
に
違
い
な
い
。

 
公
任
の
第
八
句
目
の
「
還
恥
二
不
慮
心
一
」
と
い
う
語
句
も
、
も
し
も
、
「
拾
・

龍
」
を
以
上
の
よ
う
に
「
揚
レ
蕗
」
の
意
味
に
掛
け
て
理
解
す
る
と
、
こ
れ
ま

た
、
そ
の
内
容
が
よ
り
わ
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
に
思
う
。

 
文
章
（
詩
）
と
は
、
「
初
メ
楚
（
孫
楚
）
ハ
婦
ノ
服
（
喪
服
）
ヲ
除
（
は
ら
）
フ

ヤ
、
'
詩
ヲ
作
り
テ
以
テ
済
（
王
済
）
二
言
ス
。
済
日
ク
、
未
ダ
文
ノ
情
二
生
ジ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
む

情
ノ
文
二
生
ズ
ル
ヲ
知
ラ
ザ
ル
モ
（
未
レ
知
下
文
生
二
於
情
一
、
情
生
中
添
文
上
）
、
之

ヲ
覧
レ
バ
、
懐
然
ト
シ
テ
杭
麗
（
か
ヶ
れ
い
・
夫
婦
）
ノ
重
キ
ヲ
増
ス
、
ト
。
」

〈
『
晋
書
』
巻
五
十
六
「
孫
楚
」
伝
V
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
作
者
の
心
情
と

ま
こ
と
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
も
、
そ
の
よ
う
な

発
想
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
文
章
（
詩
）
が
作
者
の
心
情
に
よ
っ
て
生

『
本
朝
麗
藻
』
全
注
釈
街

ま
れ
る
も
の
（
あ
る
い
は
、
作
者
の
心
情
が
文
章
〈
詩
〉
に
よ
っ
て
発
動
さ
せ

ら
れ
る
も
の
。
）
な
ら
ば
、
素
晴
ら
し
い
文
章
（
詩
）
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
．

ど
う
し
て
も
素
晴
ら
し
い
心
情
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

公
任
の
第
八
句
目
の
「
拾
レ
繭
」
に
「
揚
レ
聴
」
の
意
味
を
掛
け
て
理
解
す
る
た

め
に
は
、
そ
の
よ
う
な
発
想
を
背
景
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

 
さ
わ
や
か
な
「
鳥
」
の
声
を
耳
に
し
、
美
し
い
「
花
」
．
を
目
に
し
な
が
ら
、

今
、
よ
り
一
層
の
文
才
を
発
揮
す
べ
く
詩
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
作
者
の
公

任
な
の
で
あ
る
が
、
ふ
と
、
素
晴
ら
し
い
詩
を
つ
く
る
た
め
の
前
提
条
件
で
あ

る
、
素
晴
ら
し
い
心
情
（
廉
潔
な
心
）
の
欠
乏
に
思
い
到
り
、
思
わ
ず
恥
じ
入

ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
こ
の
場
合
、
そ
の
よ
う
な
意
味
に
な
る
だ
ろ
う
。

 
も
し
も
、
こ
の
よ
う
に
、
「
拾
レ
藷
」
に
「
揚
レ
繭
」
の
意
味
が
掛
け
ら
れ
て

い
る
と
み
な
す
な
ら
ば
、
公
任
の
尾
聯
の
発
想
は
通
直
の
そ
れ
に
ま
す
ま
す
近

似
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
「
花
鳥
」
の
素
晴
ら
し
さ
の
中
で
我
が

身
の
不
廉
を
反
省
す
る
公
任
と
、
同
じ
く
我
が
身
の
み
す
ぼ
ら
し
さ
と
不
遇
な

身
の
上
を
嘆
く
通
解
と
の
問
に
、
確
か
に
発
想
上
の
近
似
性
は
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、
公
任
の
「
不
時
ノ
心
ヲ
恥
ヅ
。
」
と
い
う
詩
句
は
、
そ
の
場
合
に
お

い
て
も
、
や
は
り
詩
的
表
現
と
見
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

ら
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
窯
を
つ
く
っ
た
寛
弘
三
年
三
月
二
十
四
日
の

道
長
邸
作
文
会
で
の
公
任
は
、
念
願
の
「
従
二
位
」
の
位
階
を
賜
わ
る
と
と
も

に
、
公
的
な
作
文
会
へ
の
積
極
的
な
参
加
に
よ
っ
て
当
時
の
漢
文
学
壇
に
お
け

る
指
導
的
立
場
を
改
め
て
手
中
に
し
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
㌧

 
そ
れ
に
し
て
も
、
本
馬
は
、
そ
の
形
式
と
い
い
、
そ
の
内
容
と
い
い
、
す
こ

ぶ
る
整
然
と
し
て
技
巧
的
（
理
智
的
）
で
あ
る
。
い
か
に
も
公
任
ら
し
い
、
例

え
ば
、
和
歌
の
方
で
も
、
「
凡
そ
歌
は
心
深
く
、
姿
清
げ
に
て
、
、
心
に
を
か
し

（43）



き
と
こ
ろ
あ
る
を
す
ぐ
れ
た
り
と
い
ふ
べ
し
。
」
〈
「
新
撰
髄
脳
」
V
と
の
主
張

を
持
っ
て
い
た
彼
ら
し
い
作
品
と
言
え
よ
う
。
と
り
わ
け
、
第
八
巴
里
に
お
け

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

る
「
拾
・
蕗
」
と
い
う
詩
語
の
使
用
な
ど
に
、
「
詞
た
へ
に
し
て
余
り
の
心
さ
へ

む
 
 
む

あ
る
」
〈
『
和
歌
九
品
」
〉
歌
を
理
想
と
し
た
彼
の
文
学
理
論
の
漢
詩
べ
の
展

開
を
見
る
思
い
が
し
て
な
ら
な
い
。

（
上
の
1
0
）
同
前
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
江
通
直
、

花
鳥
有
・
時
興
味
深
、
三
春
資
逐
一
面
心
。

生
涯
被
・
養
瓢
レ
墨
色
、
行
路
不
・
煮
出
・
谷
音
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※

落
蕊
封
玉
里
二
万
戸
一
、
清
歌
募
得
是
千
金
9

 
※
※
 
※
 
 
 
 
 
 
 
※

為
二
吾
未
フ
有
二
陽
和
徳
一
、
髪
雪
甚
寒
任
二
陸
沈
｝
。

 
 
※

〔
訓
読
〕
同
前
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
江
通
直

 
花
鳥
は
時
有
り
て
興
味
深
く
、
三
春
の
資
貯
一
壷
の
心
。
生
涯
は
養
は
る
林

に
瓢
（
ひ
る
が
へ
）
る
の
色
、
行
路
は
貧
し
か
ら
ず
谷
よ
り
出
つ
る
の
音
。
落

蕊
（
ら
く
ず
る
）
は
封
じ
来
れ
ば
応
（
ま
さ
）
に
万
戸
な
る
べ
く
、
清
歌
は
募

（
つ
の
）
り
得
た
れ
ば
是
れ
千
金
な
り
。
吾
に
未
だ
陽
葉
の
徳
有
ら
ざ
る
が
為

（
た
め
）
に
、
影
親
雪
（
び
ん
せ
つ
）
は
甚
だ
寒
（
こ
ご
）
え
て
陸
沈
に
任
（
た
）

ふ
。

〔
通
釈
〕
前
に
同
じ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
江
通
直

 
花
と
鳥
と
は
今
や
良
い
時
節
を
迎
え
て
ま
す
ま
す
興
趣
を
増
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
庭
園
に
集
っ
た
人
々
す
べ
て
の
心
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
も
の
こ

そ
が
ま
さ
し
く
春
の
財
宝
で
あ
る
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。
 
（
な
ぜ
な
ら
、
春
は
）

林
に
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
乱
れ
散
る
美
し
い
花
ビ
ラ
を
こ
の
よ
う
に
見
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
人
々
の
寿
命
を
長
ら
え
さ
せ
ま
す
し
、
谷
に
さ
え
ず
り
歌
う
素
晴
ら
し
い

鳥
の
声
を
こ
の
よ
う
忙
聞
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
の
人
生
を
豊
か
に
さ
せ

ま
す
。
そ
の
林
に
乱
れ
散
る
花
ビ
ラ
が
人
々
の
目
を
喜
ば
せ
る
の
は
、
た
と
え

ば
一
万
戸
の
封
土
を
与
え
ら
れ
た
時
の
よ
う
で
も
あ
り
、
そ
の
谷
に
響
き
渡
る

鳥
の
声
が
人
々
の
耳
を
楽
し
ま
せ
る
の
は
ま
る
で
ゴ
千
金
の
募
銭
を
手
に
し
た

時
の
よ
う
で
も
あ
る
。
 
（
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
本
日
参
会
の
人
々
の
中
に
あ
っ

て
）
わ
た
く
し
だ
け
に
は
い
ま
だ
恵
み
の
春
の
訪
れ
は
な
く
、
雪
の
よ
う
な
白

髪
頭
は
な
お
も
冬
の
寒
さ
に
こ
ご
え
、
儒
生
と
し
て
世
間
か
ら
見
捨
て
ら
れ
て

い
る
こ
之
に
ひ
っ
そ
り
と
耐
え
し
の
ん
で
い
ま
す
（
で
す
か
ら
、
今
日
の
、
，
美

し
い
花
の
色
と
素
晴
ら
し
い
鳥
の
声
に
も
、
心
か
ら
目
を
喜
ば
せ
耳
を
楽
し
ま

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
）
。

〔
校
異
〕
○
直
一
厨
］
は
、
判
読
禾
能
に
つ
き
、
「
圃
以
下
に
従
う
。
○
募
⊥
國

は
、
こ
の
右
横
に
「
ツ
ノ
リ
テ
〕
の
傍
訓
あ
り
。
○
吾
⊥
圓
㎝
は
、
こ
の
右
横

下
に
「
カ
」
の
送
り
が
な
を
付
す
。
○
未
⊥
底
 
は
、
 
こ
の
右
横
下
に
「
タ
」

の
送
り
が
な
を
付
す
。
ま
た
、
左
横
に
「
ス
」
の
送
り
が
な
を
付
す
。
○
有

⊥
國
は
、
こ
の
右
横
に
「
ラ
」
の
送
り
が
な
を
付
す
。
○
饗
⊥
紀
［
は
、
「
喉
巧
」

字
に
作
る
。
「
髪
県
」
の
俗
字
。

〔
語
釈
〕

○
有
時
時
あ
っ
て
、
の
意
。
『
周
回
』
〈
「
冬
官
」
考
旧
記
〉
に
、
「
天
ハ

時
有
リ
テ
以
テ
生
ゼ
シ
メ
、
三
三
リ
テ
以
テ
殺
サ
シ
ム
。
草
木
ハ
時
有
リ
テ
以

rs 44）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む

テ
生
ジ
、
時
言
リ
テ
以
テ
死
・
ス
（
草
木
有
レ
蒔
器
量
、
有
・
時
以
死
。
）
。
」
と
の
用

例
あ
り
。
な
お
、
本
文
で
は
、
春
と
い
ヶ
良
い
時
節
を
迎
え
て
、
の
意
と
な
る

が
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
こ
の
「
時
」
は
、
作
文
会
が
開
か
れ
た
（
寛
弘
三

年
）
三
月
二
十
四
日
当
日
を
指
示
す
る
。
時
節
は
晩
春
で
あ
る
。

○
興
味
深
 
 
「
興
味
」
は
、
お
も
む
き
・
興
趣
、
の
意
。
，
例
え
ば
、
「
無
記
』

〈
長
保
二
年
十
二
年
二
日
条
V
な
ど
に
も
、
「
旦
夕
ハ
頻
（
し
き
り
）
二
巡
リ

 
 
む
 
 
む

'
テ
、
興
味
ハ
漸
〃
促
サ
ル
。
」
と
使
用
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
す
で
に
述
べ
た

よ
う
に
、
、
匡
衡
の
同
題
詩
〈
『
江
平
部
集
」
下
〉
の
第
一
句
目
の
同
位
置
に

も
、
同
じ
「
興
味
深
」
の
語
句
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
 
「
杜
少
陵
詩
集
」
に

も
、
「
興
ハ
深
ク
シ
テ
終
二
論
（
か
は
）
ラ
ズ
。
」
〈
巻
十
九
「
椀
葉
冷
淘
」
V

な
ど
の
一
句
が
見
え
る
。

〇
三
春
 
春
の
三
ケ
月
の
こ
と
で
、
孟
春
（
陰
暦
正
月
）
・
仲
春
（
同
二
月
）
・

季
春
（
同
三
月
）
を
い
う
。
樒
康
の
「
琴
賦
」
〈
『
文
選
」
巻
十
八
所
収
V
に
「

 
 
 
む
 
 
ア
む

は
、
コ
ニ
春
ノ
初
メ
ニ
、
麗
服
事
時
ヲ
以
テ
ス
。
」
と
あ
り
、
そ
の
李
善
注
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

も
、
「
三
三
ノ
終
南
山
ノ
賦
二
日
ク
、
三
春
ノ
季
ニ
シ
テ
、
孟
夏
ノ
初
メ
ナ
リ
、

ト
。
」
と
あ
る
。
例
え
ば
、
「
本
朝
墨
黒
」
な
ど
に
も
、
「
柳
力
栄
花
ヲ
翰
林

 
 
む
 
 
む

ノ
三
春
二
発
シ
テ
、
将
二
故
実
ヲ
学
稼
ノ
万
代
二
仏
ヘ
ン
ト
ス
。
」
〈
巻
六
圃
大

江
二
言
「
申
二
弁
官
並
左
右
衛
門
革
張
一
二
」
。
な
お
、
こ
れ
に
は
寛
弘
四
年

 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

、
二
月
二
十
二
日
の
日
付
け
あ
り
。
V
と
か
、
「
万
機
ヲ
一
日
二
留
メ
テ
レ
三
春

ゾ
ニ
旬
下
露
ブ
。
」
〈
巻
八
・
菅
二
大
相
国
「
早
春
侍
レ
宴
単
二
春
暖
【
詩
序
」
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

と
か
と
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
菅
家
文
草
」
に
も
、
「
三
春
見
ル
処
天
桃

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

紅
ナ
リ
。
」
〈
巻
一
「
八
二
得
赤
身
篇
こ
V
と
か
、
「
徳
化
ハ
三
春
一
興
リ
。
」
〈
巻

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

三
「
三
二
得
春
之
徳
風
一
」
V
と
か
、
「
半
年
長
ク
聴
ク
三
春
ノ
鳥
。
」
〈
巻
帯
「
劉

 
・
院
遇
二
漢
辺
二
女
」
詩
」
V
と
か
の
用
例
が
見
え
る
。
 
た
だ
し
、
本
詩
の
場

「
本
朝
麗
藻
」
全
注
釈
轡

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

合
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
作
文
会
が
開
か
れ
た
（
寛
弘
三
年
）
三
月
二
十
四
日

当
日
、
つ
ま
り
季
春
を
指
示
し
て
い
る
。

○
二
二
 
 
（
上
の
8
）
詩
の
〔
語
釈
〕
参
照
の
こ
と
。

〇
一
園
心
．
 
（
上
の
8
）
詩
の
〔
語
釈
〕
参
照
の
こ
と
。
た
ゼ
し
、
（
上
の
8
）

詩
の
第
六
句
目
の
「
一
園
心
」
が
庭
園
一
杯
に
乱
れ
散
る
花
（
「
心
」
は
「
花

心
」
で
あ
り
、
花
の
し
ん
・
し
べ
の
意
。
）
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
の
に
対
し

て
、
本
詩
で
は
、
庭
園
に
集
っ
た
人
々
す
べ
て
の
心
（
「
心
」
は
「
人
心
」
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 

あ
り
、
匡
衡
の
同
題
詩
の
第
二
句
目
に
、
「
作
二
子
資
貯
一
感
二
人
心
一
。
」
と
あ
る

よ
う
に
、
人
々
の
心
中
の
意
で
あ
る
。
）
と
い
う
意
味
に
と
る
必
要
が
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
本
詩
の
場
合
に
は
、
「
心
」
を
「
花
心
」
に
と
る
と
、
コ
ニ
春
ノ

資
貯
」
は
「
花
」
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
い
、
「
鳥
」
が
そ
の
中
に
含
ま
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
や
は
り
、
本
志
の
場
合
、
「
心
」
は
「
人

心
」
の
意
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
ゆ
庭
園
に
集
っ
た
人
々
す
べ
て
の
心

に
と
っ
て
、
花
と
鳥
と
が
ま
さ
し
く
春
の
財
宝
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

○
生
涯
被
養
瓢
秀
色
 
「
生
涯
」
は
、
命
の
あ
る
限
り
・
生
き
て
い
る
間
、
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む

意
。
「
荘
子
』
〈
「
養
生
主
」
V
に
、
「
吾
が
生
や
涯
（
か
ぎ
り
）
有
ル
モ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

知
や
涯
無
シ
。
」
と
あ
る
。
例
え
ば
、
「
白
楽
天
詩
集
』
に
は
、
「
生
涯
ハ
漢

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

落
ト
シ
テ
性
霊
ハ
迂
ナ
リ
。
」
〈
巻
十
四
「
郁
居
、
寄
強
張
殿
衡
一
。
」
V
、
「
生
涯
ハ

共
二
八
ス
槍
江
ノ
上
。
」
〈
巻
十
七
「
十
年
三
月
三
十
日
、
別
二
微
之
於
面
上
一
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

…
…
」
V
な
ど
多
数
の
用
例
が
見
え
、
ま
た
オ
 
「
菅
家
文
草
』
に
も
、
「
生
涯

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 

ハ
未
ダ
肯
ヘ
テ
閑
（
の
ど
）
、
カ
ナ
ラ
ズ
。
」
〈
巻
二
「
樵
夫
」
V
、
「
生
涯
ハ
性
ヲ

養
ヒ
テ
年
華
美
シ
。
」
〈
巻
五
「
呉
生
過
二
尊
公
一
詩
」
V
な
ど
の
用
例
が
見
え

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

る
。
さ
ら
に
、
「
本
朝
文
粋
」
に
も
、
「
生
涯
南
海
ヲ
阻
テ
、
野
送
ハ
塩
煎
ゾ
。
」
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〈
巻
七
・
後
江
相
公
「
為
二
清
白
公
｝
、
報
二
呉
越
王
一
書
。
」
V
な
ど
と
あ
る
。
た

だ
し
、
緑
野
の
場
合
に
は
、
「
寿
命
」
と
訳
し
た
。
「
生
涯
」
を
「
寿
命
」
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

訳
す
例
と
し
て
は
、
「
生
涯
二
分
限
有
ル
モ
、
愛
野
二
終
パ
リ
已
ム
無
シ
。
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

く
『
白
楽
天
詩
後
集
』
巻
四
「
戒
レ
薬
」
V
、
「
吾
が
党
ノ
数
人
、
生
涯
ハ
日
暮

．
レ
ヌ
σ
」
〈
『
本
朝
文
粋
』
巻
九
・
菅
三
品
「
暮
春
、
藤
亜
相
山
庄
尚
歯
会
詩
。
」
V
、

 
 
む
 
 
り

 
「
生
涯
ハ
暮
レ
テ
、
躍
（
あ
と
）
ハ
将
二
隠
レ
ン
ト
ス
。
」
〈
同
上
巻
十
．
橘
正

通
「
同
三
二
梅
近
夜
香
多
一
、
応
・
教
。
し
V
な
ど
が
そ
う
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
む

 
 
「
被
」
は
受
身
、
「
養
」
は
養
生
の
意
。
す
な
わ
ち
、
「
生
涯
被
レ
養
」
で
、

生
命
を
養
い
、
長
寿
を
保
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
。

 
ま
ず
、
用
語
の
上
で
は
、
、
ざ
き
に
あ
げ
た
、
「
生
涯
ハ
性
ヲ
養
ヒ
テ
年
華
美

 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

シ
（
生
涯
養
・
性
年
華
美
）
」
〈
『
菅
家
茅
草
』
巻
五
「
呉
生
半
二
老
公
一
罪
」
〉

の
句
が
近
似
し
て
お
り
、
ま
た
、
「
養
」
字
の
対
語
で
あ
る
第
四
句
目
の
「
貧
」
-

字
と
の
関
連
で
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
「
静
ヲ
養
ヒ
貧
ヲ
資
（
た
す
）
ヶ
テ
両

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

（
ふ
た
）
ツ
ナ
ガ
ラ
余
り
有
り
）
養
レ
静
聴
・
貧
両
有
・
余
）
。
」
〈
『
白
楽
天
詩
後
身
」

巻
九
「
一
二
陳
州
王
司
馬
二
七
ザ
任
。
」
〉
の
句
の
影
響
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

 
次
に
、
内
容
の
上
で
ば
、
必
然
的
に
械
康
の
「
養
生
論
」
〈
『
文
選
」
巻
五
十

三
所
収
V
な
ど
乏
の
関
連
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
「
養
生
論
」
に
は
、

 
「
（
善
ク
生
ヲ
養
フ
者
ハ
）
清
虚
静
泰
ニ
シ
テ
、
私
ヲ
少
ク
シ
慾
ヲ
寡
（
す
く

な
）
ク
ス
。
」
と
あ
り
、
「
養
生
法
」
と
し
て
は
、
心
を
安
静
に
し
て
我
欲
を

捨
て
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
新
論
』
〈
「
勢
望
」

篇
V
に
も
、
「
将
二
情
慾
ヲ
収
メ
ン
ト
ス
レ
バ
、
先
ヅ
食
品
ヲ
敏
（
を
さ
）
メ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
り
 
 
む
 
 
む

ヨ
。
五
聖
ナ
ル
者
ハ
、
情
慾
ノ
路
ニ
シ
テ
、
嗜
好
ノ
府
ナ
リ
。
目
ノ
線
色
（
美

人
の
こ
と
で
、
「
色
」
は
女
色
の
意
。
・
「
繰
」
は
手
話
の
「
淫
」
の
対
語
。
）

 
む
ヒ
む
 
 
む
 
 
む
 
む
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
む
 
 
む
 
む
ロ
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
り
 
む
 
 
 
 
む
 
む

ヲ
愛
ス
ル
ハ
、
命
ジ
テ
性
ヲ
伐
ル
ノ
斤
（
を
の
・
斧
に
同
じ
）
ト
日
フ
。
耳
ノ

む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
り
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む

淫
声
ヲ
楽
シ
ム
ハ
、
命
ジ
テ
心
ヲ
攻
ム
ル
ノ
鼓
ト
日
フ
。
ロ
ノ
滋
味
ヲ
貧
ル
ハ
、

命
ジ
テ
腸
ヲ
腐
ラ
ス
ノ
薬
ト
日
フ
。
 
鼻
ノ
芳
香
ヲ
悦
ブ
ハ
、
 
命
ジ
テ
喉
ヲ
漁

（
や
）
ク
ノ
煙
ト
日
フ
。
身
ノ
輿
馳
二
安
ズ
ル
ハ
、
命
ジ
テ
慶
（
け
つ
・
つ
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む

つ
ク
）
ヲ
召
ク
ノ
機
ト
日
フ
。
此
ノ
五
ナ
ル
難
論
、
以
テ
生
ヲ
養
ヒ
、
亦
野
島

 
ザ
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

テ
生
ヲ
傷
フ
所
以
ナ
リ
。
し
と
あ
り
、
「
養
生
」
法
と
し
て
は
、
情
欲
を
な
く
す

こ
と
、
つ
ま
り
、
五
目
（
目
耳
口
鼻
身
）
を
正
し
く
と
り
し
ま
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
旨
R
っ
て
い
る
。

 
勿
論
、
前
者
の
h
牽
引
静
泰
」
は
「
少
・
私
寡
・
欲
」
の
対
句
で
あ
り
、
両
句

は
同
一
の
意
味
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
前
者
の
「
養
生
論
」
に

お
い
て
は
、
心
を
安
静
に
す
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
我
欲
を
捨
て
る
て
と
な
の
で

あ
り
、
そ
れ
が
最
上
の
「
養
生
」
法
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
、

我
欲
を
捨
て
る
こ
と
が
最
上
の
「
養
生
」
法
だ
と
す
る
前
者
の
発
想
9
を
そ
の
ま

ま
発
展
さ
せ
て
具
体
化
し
た
の
が
後
者
の
「
防
慾
」
篇
に
お
け
る
「
養
生
」
法

で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
者
に
お
い
て
、
 
「
慾
ヲ
防
グ
」
 
（
最
上
の
「
養
生
」
法
）
．

こ
と
が
五
関
に
関
連
付
け
て
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
今
注
目
し
た
い
。
と

く
に
、
「
目
」
に
つ
い
-
て
、
そ
れ
が
女
色
を
愛
す
る
よ
う
な
ら
、
 
「
伐
レ
性
之

斤
」
（
生
命
を
断
つ
斧
）
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
言
い
切
り
、
同
じ
く
「
耳
」
に

つ
い
て
、
そ
れ
が
淫
声
を
楽
し
む
よ
う
な
ら
、
「
攻
レ
心
之
鼓
」
 
（
心
中
を
悩
ま

す
太
鼓
）
と
な
る
で
あ
ろ
ジ
つ
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
目
」
や
「
耳
」

・
を
女
色
や
淫
声
か
ら
遠
ざ
け
て
心
を
安
静
に
保
つ
こ
と
が
「
養
生
」
法
と
し
て

大
切
な
こ
と
だ
ど
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
音
詩
（
第
三
句
目
）
の
「
色
」
は
、
弊
誌
（
第
四
句
目
）
の
「
語
」

か
る
よ
（
鳥
の
声
）
の
対
語
で
あ
り
、
「
林
二
瓢
ル
」
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
わ

う
に
、
勿
論
、
「
花
の
色
」
の
意
で
あ
る
。
「
花
の
色
」
が
「
目
」
を
喜
ば
せ
、
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あ
ま
っ
さ
え
、
作
者
が
「
生
涯
ハ
養
ハ
ル
」
と
言
っ
て
こ
れ
を
「
養
生
」
に

効
用
あ
り
と
説
い
て
い
る
背
景
に
ば
、
上
記
の
如
き
「
養
生
論
」
や
『
新
論
」

〈
「
防
慾
」
篇
V
な
ど
の
発
想
の
存
在
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ

う
。
こ
こ
に
お
い
て
、
作
者
は
、
「
花
の
色
」
を
、
恐
ら
く
、
意
識
的
に
「
伐
レ

性
之
斤
」
で
あ
る
「
女
色
」
に
対
比
さ
せ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
 
「
養
生
」
法

か
ぢ
は
、
「
女
色
」
は
遠
ざ
け
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、

同
じ
「
色
」
と
言
っ
て
も
、
「
花
の
色
」
・
は
ど
う
か
。
こ
ち
ら
の
方
は
、
む
し

ろ
、
「
養
生
」
に
効
用
が
あ
る
、
と
作
者
は
断
言
し
て
い
る
。
な
ぜ
か
。
花

縁
、
例
え
ば
、
「
花
柳
ハ
二
二
私
（
わ
た
く
し
）
無
シ
。
」
〈
『
三
三
陵
詩
集
』

巻
九
「
後
遊
」
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
自
体
、
利
己
心
が
無
い
故
に
、
見
る

者
を
し
て
お
の
ず
と
我
欲
を
捨
て
さ
し
め
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
例
え
ば
、

「
閑
二
居
リ
テ
花
木
ヲ
好
ム
。
」
〈
孟
浩
然
「
白
雪
先
生
王
廻
見
・
訪
詩
。
」
〉
と

あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
自
体
、
静
閑
と
結
び
付
く
故
に
、
見
る
者
を
し
て
お
の
ず

と
心
の
安
静
を
保
た
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
花
の
色
」
を
「
目
」

に
す
れ
ば
、
見
る
人
の
心
は
安
静
に
な
り
、
我
欲
を
捨
て
な
い
で
は
い
ら
れ
な

く
な
る
。
す
な
わ
ち
、
最
上
の
「
養
生
」
法
な
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、

「
花
の
色
」
を
「
目
」
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
ま
さ
し
く
「
養
生
」
に
直
結
す

る
は
ず
だ
、
と
の
作
者
の
論
理
に
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
説
明
が
必
要
で
あ
ろ

．
つ
。

 -

ﾈ
お
、
「
花
の
色
」
を
目
に
す
れ
ば
、
心
が
「
三
寸
静
泰
」
と
な
り
、
「
少
・
私

寡
レ
欲
」
と
な
り
、
結
果
的
に
は
最
上
の
「
養
生
」
法
と
な
る
は
ず
だ
、
と
い

う
本
四
（
第
三
句
目
）
の
よ
う
な
論
理
は
、
例
え
ば
、
「
三
相
ハ
之
ヲ
悦
ビ
テ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

顧
ミ
テ
示
シ
テ
云
フ
、
'
吾
が
党
ノ
数
人
、
生
涯
ハ
日
暮
レ
ヌ
。
其
レ
老
志
ヲ
寛

 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

（
ゆ
た
か
）
ニ
ス
ル
ニ
ハ
須
カ
ラ
ク
古
賢
二
三
（
な
ら
）
フ
ベ
シ
。
東
山
ノ
別

「
本
朝
麗
藻
』
全
注
釈
白

 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
む
 
む
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
ド
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
む
 
む

業
ニ
ハ
、
水
有
リ
花
有
リ
。
…
…
暮
春
三
月
、
煙
景
最
モ
好
シ
。
…
」
：
鳥
ハ
迎

む
 
 
むヘ

テ
林
堂
二
昇
ラ
シ
ム
。
…
…
未
ダ
此
ノ
会
ノ
首
上
ハ
皆
霜
二
、
胆
中
ハ
共
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む

露
ナ
ル
モ
ノ
ノ
、
進
ミ
テ
ハ
王
道
ヲ
樵
路
二
障
ジ
、
退
キ
テ
ハ
風
情
ヲ
悲
心
凹

む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

混
ジ
、
 
一
諾
一
詠
モ
テ
、
其
ノ
間
二
七
ヲ
養
フ
（
養
レ
性
）
 
ニ
ハ
若
カ
ズ
。
」

〈
「
本
朝
文
粋
』
巻
九
・
菅
三
品
「
暮
春
、
藤
亜
相
山
酒
薬
歯
腔
詩
。
」
V
と
い
ヶ

一
文
中
な
ど
に
も
見
え
る
。
こ
れ
も
、
季
節
は
「
暮
春
三
月
」
で
あ
り
、
「
花
」

や
「
鳥
」
に
よ
っ
て
「
養
レ
性
」
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
 
語
句
や
内
容

の
上
で
本
詩
と
の
影
響
関
簾
が
考
え
ら
れ
、
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈
一
九
八
四
・
九
・
二
〇
、
未
完
V
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